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前夜、御座石温泉へ向かう小武川

沿いの道を行き、鳳凰山登山口に

車回収用の自転車をデポ、モジリ

峠を越えて精進ヶ滝遊歩道入口の

駐車場に到着。傍らの無人小屋に

テントを張って泊まる。 

 

10月 6日（土）晴れ 

遊歩道入口の吊橋には通行止の看

板があり、台風のため 5 箇所で崩

壊しているようだ。沢身を行くと

思い、最初から沢靴を履いていく

が、吊橋の踏板の一部が壊れてい

る程度で、九段の滝まで大した崩

壊地もなく普通に歩いていけた。

九段の滝は直登している記録があ

るが、上部はシャワーになりそう

なので右岸の斜面を適当に巻いて

いく。明瞭な踏み跡があり、それ

を辿って落口に出ると、目の前に

高さ 120m の北精進ヶ滝がどーん

と立ちはだかる。水流右側のぐず

ぐずの浅いルンゼを登る。数十 m

登ったところで落口に向かって切

れ込んだルンゼに取り付こうとす

るが、最近崩壊したのか、浮石が

ボロボロ崩れて危険なので、さら

に浅いルンゼを滝の落口と同じ位

の高さまで詰めて、傾斜が緩くな

った辺りで獣道を辿って落口へ向

かってトラバースする。小尾根を

乗越すと歩いて沢床に降りられた。

ナメ状の小滝をいくつか越えると

北沢と南沢の出合。北沢は細長い

淵の奥に 5m滝、南沢は 10mのの

っぺりした滝を掛けている。大系

では少し手前の右岸から大巻き、

最近の記録では北沢の滝を登って

左側の斜面を巻いて南沢に戻って

いる。後者が短く巻けそうだが、

5m滝はシャワーになるので、左岸

側から明瞭な巻き道を辿る。滝上

から急な斜面の草付を南沢までト

ラバースして 10m 滝の上に出る。

すぐ 5mトイ状の滝があり、左の凹

状から直登する。次の 10m滝は両

岸高い壁となっていて、登れそう

にない。記録にしたがって右岸の

急斜面から上流の滝もまとめて大

きく巻くことにする。急な小尾根

に取り付き、木登りを交えながら

ザイル 2Pで登る。木の間からゴル

ジュ内の 20m位の滝が見えた。傾

斜が緩くなった所で、獣道を辿っ

て水平方向にトラバース、浅い沢

状を降りて沢に戻る。小滝を越え



ていくと、多段ナメ滝。この辺り

魚影が走る。次の 3段 15m滝を左

岸から巻くと、滝上には高さ 5m位

のてっぺんが尖がった大岩が鎮座

する。すぐに 10m位のスラブ滝が

現れるが、全面ツルツルで右岸か

ら巻く。次の 6mCS 滝を右側から

簡単に越えると、また 10m位のス

ラブ滝が現れる。上部の岩が抉れ

て、途中で水流が宙を飛んでいる。

右岸側を巻く。左に屈曲して大き

な CS の上にツルツルの滝が掛か

っていて、左岸ルンゼから巻く。

その上で沢幅が広がって河原状と

なり、左右からいくつか支沢が合

流する。少し早いがツエルトを張

る。砂地があちこちにあって造成

は簡単。薪もそこらじゅうにあっ

て不自由はない。さすがに 10月と

もなると寒いが、盛大な焚き火の

おかげで暑いくらいだ。深夜、雨

が降り出し、朝まで降り続いたが、

ツエルトの上に張ったタープのお

陰でほとんど濡れずに済んだ。 

【タイム】遊歩道入口 6:15、北精

進ヶ滝上 8:50、北沢出合 9:30、ゴ

ルジュ上 11:35、広河原 13:10 

 

10月 7日（日）晴れ 

しばらく、ナメ床や小滝を越えて

いくと、両岸高い壁となった多段

の 15m滝が掛かる。記録では水流

左を直登しているが、難しそう。

右岸側手前に顕著なルンゼがある

が傾斜がきつい。しばらく逡巡す

るが、そのルンゼの右側の岩混じ

りの小尾根に取り付き、ザイル 2P

出して越える。小滝をいくつか越

えていくと、二俣。両方とも 10m

程度の滝となっている。進むべき

地蔵谷は右の滝だが、中段あたり

が難しそうなので、右から巻く。

滝上に出ると、すぐ 30m滝が聳え

る。右岸から巻く。横方向に広が

る岩壁帯の基部を辿って小尾根に

出て、岩壁帯の上をトラバースし

て落口に出る。右岸側に覆いかぶ

さるような高い壁を見て、沢が右

に曲がると、40m 滝が現れる。こ

れも直登できず、滝の右側に延び

るルンゼを登る。目の前に岩壁が

迫り、ルンゼが左に曲がったとこ

ろで、左側の急斜面に取り付く。

引っかかった倒木を騙しだまし登

る。ザイル 1P出す。登ると、急な

小尾根となっていて、沢に戻るに

は左側の急なルンゼを横断しなけ

ればならない。ルンゼの向こう側

には残置ロープがぶら下がってい

るが、ルンゼ内に一旦懸垂するの



は面倒なので、さらに小尾根を少

し詰め、左側のルンゼが源頭とな

り岩場になった所で、ザイルを出

して、上から垂れ下がった木の枝

にぶら下がってトラバースし左の

斜面に出る。本流を見下ろす所に

出るが、沢床までかなりの高さが

ある。様子を見ながら、さらにト

ラバースしていくが、高さは変わ

らない。斜面の傾斜がきつくなり、

これ以上、先に進めなくなった所

で、大木を支点に懸垂することに

する。幸い 25mぎりぎりで沢床に

届いた。降りたところは本流と支

流の二俣。本流には 2段 15m滝が

掛かる。滝の左側の隠れたルンゼ

から CSを潜って登れそうだが、脆

そうでシャワーとなるのでここも

巻く。さっき懸垂で降りた右側の

支流を詰める。左側の斜面が少し

緩くなった所で本流との間の小尾

根にトラバースすると、懸垂なし

で沢に戻れる。連続する小滝を越

えると、左上から右下に落ちる樋

状の滝があり、樋状部分の上がツ

ルツルで難しそうなので、左岸の

小尾根に取付き巻く。尾根上の残

置シュリンゲを使って、15m 程垂

直の凹状部を懸垂で降りると、斜

滝の急な草付斜面に出る。念のた

めそのまま 5m 位ザイルを出して

斜滝の上に出る。その上の 15m位

の滝は右岸から巻く。垂直なクラ

ックに水流を落とす 5m 滝も右岸

から巻くが、その上には全面ツル

ツルの 10m以上の滝が 3つ程連な

っていて、戻れそうにない。途中

で沢は二俣に分かれているようで、

一旦左俣に降り、間の小尾根に切

戸状に入った岩溝を乗越し右俣に

入る。小滝をいくつか越えていく

と、傾斜の緩い 20m位の滝が現れ

る。記録にある三俣の滝のようだ

が、水流は 2 本しか見えない。す

ぐ手前の左岸には、沢床から 5m位

上に広く平坦な場所がある。今日

も少し早いが、この先、天場はな

さそうなので、ここに泊まること

にする。夜になるとかなり冷え込

み、息が白い。盛大に焚き火をや

って寒さを凌ぐ。 

【タイム】広河原 7:10、地蔵谷出

合 8:50、2 段 15m 滝手前 11:45、

三俣 14:15 

 

10月 8日（月）晴れ 

タープに薄く氷が張っている。三

俣の滝は中俣の傾斜の緩い滝を登

っていく。樋状の滝が現れ、快適

に直登していける。すぐ左には平



行してルンゼが延びていてこれも

登れるが、滝を登った方が面白い。

15m 滝が現れる。白土氏リードで

水流左の壁を中段まで上がる。そ

の上は脆くてホールドがボロボロ

崩れるので、落口に斜上する狭い

草付ランペを登る。この滝を越え

ると滝はなくなり、ガレを詰めて

いく。途中で左の尾根に上がる。

岩や石楠花が混じったりするが、

適当にかわして登っていくと主稜

線に出る。きれいなオベリスクが

見えるも這松の薮漕ぎに難儀する。

でも 30分程度の我慢で、見晴らし

のいいオベリスクに到着。北岳や

甲斐駒ケ岳がよく見える。賽の河

原の無数のお地蔵さんたちの前で、

沢装備を解く。さすが連休の百名

山、次から次へと人が登ってくる。

紅葉を見ながら、鳳凰小屋、燕頭

山を経由して長い登山道を下りた。 

【タイム】三俣 7:25、15m滝上 8:25、

オベリスク 10:10、登山口 14:00 

 

北精進ヶ滝 

 

北沢出合 5m滝 

 

ゴルジュ入口 10m滝 



 

地蔵谷出合 10m滝 

 

30m滝 

 

40滝 

 

2段 15m滝 

 

最後の 15m滝 

 

オベリスク 


